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北竜町開拓記念式

　

５
月
17
日
、
開
拓
記
念
碑
前
で
北
竜
町
開
拓
記
念
式

が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

祝
詞
奏
上
後
、
佐
野
町
長
を
始
め
各
団
体
長
が
玉
串

を
捧
げ
、
先
人
の
不
屈
の
開
拓
精
神
に
深
い
敬
意
と
感

謝
を
表
し
ま
し
た
。

　

開
拓
記
念
式
終
了
後
、
老
人
福

祉
セ
ン
タ
ー
に
会
場
を
移
し
、
北

竜
町
表
彰
条
例
に
基
づ
く
功
労
者

表
彰
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

佐
野
町
長
は
「
明
治
26
年
に
開

拓
の
鍬
が
下
ろ
さ
れ
本
年
で
１
２

７
年
目
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。開
拓
記
念
の
日
に
あ
た
り
、

多
く
の
先
人
の
不
屈
の
開
拓
精
神

に
対
し
ま
し
て
、
改
め
て
深
甚
な

る
敬
意
と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
本
日
表
彰
さ
せ
て
頂
き
ま

す
皆
さ
ん
は
各
分
野
に
お
い
て
献

身
的
な
ご
尽
力
を
賜
り
大
き
な
功

績
を
残
さ
れ
ま
し
た
。
永
年
の
ご

労
苦
に
対
し
敬
意
と
感
謝
を
申
し

上
げ
ま
す
」と
挨
拶
を
述
べ
ま
し
た
。

　

続
い
て
北
竜
町
功
労
者
表
彰
が

行
わ
れ
、
一
般
町
勢
功
労
者
と
し

て
長
谷
川
秀
幸
氏
、
ス
ポ
ー
ツ
功

労
者
と
し
て
山
本
和
男
氏
、
松
浦

繁
浩
氏
、
交
通
安
全
功
労
者
と
し

て
山
田
孝
雄
氏
と
岩
本
利
男
氏
に

先人の労苦を偲ぶ

そ
れ
ぞ
れ
表
彰
状
と
記
念
品
が
贈

ら
れ
、
引
き
続
き
、
多
額
の
ご
寄

付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
山
本
昌
子

氏
に
特
殊
寄
付
採
納
感
謝
状
と
記

念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
佐
々
木
議
会
議
長
か

ら
功
労
者
５
名
の
方
の
功
績
に
対

し
て
賛
辞
と
感
謝
の
言
葉
を
、
寄

付
者
１
名
の
方
へ
の
感
謝
の
言
葉

を
頂
き
ま
し
た
。

　

受
賞
者
を
代
表
し
て
長
谷
川
秀

幸
氏
が
「
令
和
第
一
号
と
な
る
思

い
出
深
い
表
彰
と
な
り
ま
し
た
。

表
彰
者
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
こ
れ

ま
で
様
々
取
組
ん
で
き
ま
し
た

が
、
そ
の
実
績
は
個
人
に
よ
る
も

の
だ
け
で
は
な
く
、
支
え
て
く
れ

た
仲
間
・
家
族
・
友
人
・
先
輩
の

支
援
の
た
ま
も
の
で
す
。
諸
先
輩

方
の
心
を
刻
み
、
研
鑽
を
重
ね
、

ふ
る
さ
と
北
竜
を
ず
っ
と
見
守
っ

て
い
き
た
い
」
と
謝
辞
を
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。

 

北
竜
町
功
労
者
表
彰
式



3 令和元年６月号

 
功
労
者
の
功
績

　

平
成
26
年
か
ら
平
成
30
年
ま
で
北
竜
町
代
表
監
査
委
員
と
し
て
、
健
全
な

町
行
財
政
運
営
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
25
年
４
月
か
ら

は
行
政
相
談
委
員
と
し
て
、
身
近
な
住
民
相
談
の
窓
口
と
し
て
、
行
政
運
営

の
改
善
に
寄
与
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

一
般
町
勢
功
労
者
　

　
長
谷
川 

秀
幸 

氏

　

美
葉
牛
ス
キ
ー
同
好
会
設
立
メ
ン
バ
ー
と
し
て
、
地
域
の
活
性
化
、
ス
ポ

ー
ツ
振
興
に
大
き
く
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。
ス
キ
ー
指
導
を
通
し
て
、
青
少

年
の
心
身
の
育
成
、
教
育
活
動
の
推
進
に
大
き
な
寄
与
を
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
功
労
者
　

　
山
本 
和
男  

氏

ス
ポ
ー
ツ
功
労
者
　

　
松
浦 

繁
浩  

氏

　

碧
水
ス
キ
ー
場
の
施
設
管
理
に
尽
力
さ
れ
、
平
成
22
年
か
ら
は
、
北
竜
町
ス

キ
ー
連
盟
の
代
表
並
び
に
、
北
空
知
ス
キ
ー
連
盟
の
副
会
長
と
し
て
ス
ポ
ー
ツ

振
興
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
昭
和
56
年
４
月
か
ら
は
北

竜
町
交
通
安
全
指
導
員
と
し
て
交
通
安
全
の
推
進
に
寄
与
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

▲ 左から岩本 利男 氏 ／ 山田 孝雄 氏 ／ 松浦 繁浩 氏 ／ 山本 和男 氏 ／ 長谷川 秀幸 氏

　

平
成
10
年
１
月
か
ら
平
成
27
年
３
月
ま
で
、
北
竜
町
交
通
安
全
指
導
員
、

併
せ
て
平
成
11
年
９
月
か
ら
は
深
川
警
察
署
よ
り
委
嘱
さ
れ
地
域
交
通
安
全

推
進
員
と
し
て
、
交
通
安
全
の
推
進
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

交
通
安
全
功
労
者
　

　
山
田 

孝
雄  

氏

　

昭
和
57
年
４
月
か
ら
平
成
29
年
３
月
ま
で
北
竜
町
交
通
安
全
指
導
員
、
平

成
17
年
４
月
か
ら
は
同
副
会
長
と
し
て
、
地
域
の
交
通
安
全
の
推
進
に
大
き

く
貢
献
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
平
成
22
年
度
よ
り
、
ひ
ま
わ
り
パ
ト
ロ
ー
ル
隊

員
と
し
て
地
域
防
犯
活
動
に
寄
与
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

交
通
安
全
功
労
者
　

　
岩
本 

利
男  

氏

　

和
本
町　

山
本　

昌
子 　

氏

写
真
右
よ
り

　

板
谷　
　

高
田　

学　

 

さ
ん

　

岩
村　
　

竹
林　

司　

 

さ
ん

　

和　
　
　

髙
橋　

知
義 

さ
ん

※
都
合
に
よ
り
吉
尾
太
志
さ
ん

は
欠
席
さ
れ
ま
し
た
。

特
殊
寄
付
採
納
感
謝
状
贈
呈
者

農
業
後
継
者
就
農
奨
励
金
贈
呈
者
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事業名 対象者 助成内容 お問い合せ先

結婚祝金
町内に 1 年以上住所を有しており、結
婚後も町内に定住されるご夫婦

1組 5万円を贈呈します。
住民課
福祉係

結婚新生活
支援事業

平成 30 年 4 月 1 日から平成 31 年 3 月
31 日に新規に婚姻した世帯（世帯所
得が 340 万円未満の世帯に限る）

婚姻に伴う北竜町内への住宅取得費用
又は住宅賃借費用と引越費用を助成し
ます（住宅費と引越費用を合わせて上
限 30 万円まで助成）。

企画振興課
企画係

一般不妊治療費
一部助成

北竜町に居住し、住所を有する夫婦で
公的健康保険に加入している方

一般不妊治療に要した治療費の本人負
担額の 2分の 1を、1年度につき 1回、
最大 10 万円まで助成します
（通算 3年まで）。

地域包括
支援センター
保健指導係

特定不妊治療費
一部助成

次のすべての要件にあてはまるご夫婦
・北海道特定不妊治療費助成を受けて
いる方
・結婚されていて、どちらかが北竜町
に住所がある方
・他の市町村から同様の助成を受けて
いない方

自己負担額から道の助成金を控除した
額の 9 割を助成します（1 回あたりの
上限額 15 万円）。助成回数は北海道の
基準に準じます。

地域包括
支援センター
保健指導係

妊産婦健康診査
交通費支援事業

北竜町に居住し、住所を有する妊産婦
妊婦健診の交通費の一部として28,000
円分、産婦健診の交通費の一部として
4,000 円の商品券を交付します。

地域包括
支援センター
保健指導係

妊産婦
健康診査助成

町内に住所を有し、居住している妊産
婦

妊婦：一般健康診査、超音波検査を最
大各 14 回分助成します。
産婦：産後の健康診査を 2 回まで助成
します。

地域包括
支援センター
保健指導係

妊婦歯科健診費
助成

町内に住所を有し、居住している妊婦
北竜町立歯科診療所において、歯科健
診 1回分を全額助成します。

地域包括
支援センター
保健指導係

出産祝金
出産時に父親、及び母親が 1 年以上町
内に住所を有しており、出産児を 6 ヵ
月以上養育している方

出産児 1 人につき 20 万円を贈呈しま
す。

住民課
福祉係

乳児栄養強化食品

町内に住所を有している低所得世帯（生
活保護世帯／町民税非課税世帯／町民
税均等割のみの世帯）で、医師により
栄養強化を行う必要が認められた乳児

乳児１人につき、一カ月あたり粉ミル
ク大缶１缶分を上限 2,200 円まで助成
します。

地域包括
支援センター
保健指導係

乳幼児等
医療費助成

町内に住所を有する０歳～高校３年生
まで

医療費の自己負担額を助成します。
住民課

国保医療係

子育て世帯町外通
勤者助成事業

高校生までの子どもを扶養する子育て
世帯の世帯主などの保護者のうち、生
計を維持する程度の高い者

保護者の勤務地が町外であり、通勤す
るために要する経費の一部を助成しま
す（通勤距離により助成額が異なり、
商品券にて交付）。

企画振興課
企画係

乳児歯科健診・
フッ素塗布事業

1 歳～就学前
北竜町立歯科診療所において、フッ素
塗布、歯科健診年度内 2 回分を全額助
成します。

地域包括
支援センター
保健指導係

保育料減免措置
町内に住所を有し、和保育所に通園し
ている保育児童

令和元年度の月額基本保育料を無料に
します。

住民課
福祉係

学童保育料減免
学童保育元気っ子クラブに通園する児
童

8 月（夏休み）、12 ～ 1 月（冬休み）
期間中の学童保育料を減額します。

住民課
福祉係

任意予防
接種費助成

各予防接種の該当年齢者

インフルエンザ予防接種（高校生以下
無料）、水痘／おたふくかぜ／ B 型肝
炎／ロタウイルス／日本脳炎予防接種
／妊娠を希望する夫婦等の風疹予防接
種を無料にします。

地域包括
支援センター
保健指導係

入学祝金
支給事業

北竜町内の小学校に入学する児童の保
護者

小学校入学時に祝金として５万円を贈
呈します。

教育委員会
学校教育係

5 令和元年６月号



事業名 対象者 助成内容 お問い合せ先

各種検定
助成事業

町内の全小中児童生徒
漢字検定と英語検定を 500 円の自己負
担で受験できるよう助成します。

教育委員会
学校教育係

修学旅行費助成
北竜町内の小中学校の修学旅行に参加
する児童生徒

修学旅行費として定額を助成します。
小学生　10,000 円
中学生　40,000 円　

教育委員会
学校教育係

学校給食費助成
北竜町内の小中学校に通学する児童生
徒の保護者

令和元年度の小中学校の給食費を
全額助成します。

教育委員会
学校教育係

北竜中学生
短期語学留学
助成事業

英検 3 級以上もしくは、TOEIC400 点
以上を取得した中学生

英語使用圏の国での語学レッスンおよ
び市内見学への短期留学費用を助成し
ます（夏季休暇中の約 10 日間）。

教育委員会 
学校教育係

青春エール助成金
(高等学校通学等

助成 )

町内に住所を有する高校生等を持つ
保護者

通学費／下宿費等の 1/2 を助成します
（上限月額７千円）。

企画振興課 
企画係

奨学資金
貸付事業

学資の支払いが経済的な理由により困
難な家庭で成績優秀な生徒

高校生：2万円／月
短大生／専門学校：3万円／月
大学生：3.5 万円／月
を無利子で貸し付けます。

教育委員会 
学校教育係

ひとり親対策
支援事業

町内に住所を有するひとり親家庭
ひとり親家庭の児童が入院／通院した
とき、母親又は父親が入院した時にか
かる一部負担金を全額助成します。

住民課
国保医療係

町外勤務者移住助
成事業

町内企業等にすでに就労している町外
在住者、または、新たに就労予定の町
外在住者で町外から転入してきた方

引っ越し費用を助成します（高校生ま
での子どもを扶養する子育て世帯 10
万円、婚姻後 3 年未満の新婚世帯 5 万
円を商品券にて交付）。

企画振興課 
企画係

持ち家取得
奨励事業

北竜町内に住宅を新築した場合（建築
費が 1 千万円以上かつ、居住に用する
床面積が 60 ㎡以上）

建築代金の 1/10 を上限 200 万円まで
助成します。※町並み整備建築事業／
商工業元気支援応援条例と加算助成し
ます。

企画振興課 
企画係

町並み整備
建築事業

国道 275 号線／国道 233 号線／道道
94 号線沿い市街地に住宅を建築した
場合

建築代金の 1/2 を上限 150 万円まで助
成します。

企画振興課 
企画係

地域づくり
人材育成事業

まちづくりに資する人材の育成、講演
会／研修会の開催、コンサート／イベ
ントの開催、研修視察の実施、まちづ
くりに資する資格の取得などを行う町
内の団体

自己負担分の 1/2 を助成します。
企画振興課 
企画係

特殊詐欺対策
自動通話録音機
購入助成事業

助成後、１年以上の居住が見込まれる
65 歳以上の世帯

一世帯一台まで、5千円を上限
として購入額の 1/2 を助成します。

住民課
町民生活係

店
舗
・
事
務
所

新築等
助成事業

店舗／事務所を、町内に新築／増改築
した場合

新築／増改築代金の 1/5 を助成します
（市街地区 :新築 200 万円／増改築 150
万円限度）（市街地区以外 : 新築 100
万円／増改築 50 万円限度）。

産業課
商工ひまわり
観光・林務係

設備
助成事業

上記に係る備品／機器設備を購入した
場合

購入代金の 1/4 を上限 100 万円まで助
成します。

産業課
商工ひまわり
観光・林務係

運転資金
助成事業

上記事業で新たに開業及び廃業する事
業を継承した場合

土地／建物の賃借料、光熱水費／備品
リース料の経費 1/2 を上限月額 5 万円
まで、最長 2年間助成します。

産業課
商工ひまわり
観光・林務係

雇用
助成事業

上記事業により新規雇用を創出する場
合

雇用保険の被保険者賃金の 1/2 を上限
月額 5 万円まで、最長 2 年間助成しま
す。

産業課
商工ひまわり
観光・林務係

雇用定着
助成事業

町内に住所を有する ( 新たに有する場
合も可 )15 歳～ 35 歳までの者を雇用
した場合

雇用保険の被保険者賃金の 1/2 を上限
月額 10 万円、最長 1 年間まで助成し
ます。

産業課
商工ひまわり
観光・林務係
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7 令和元年６月号

　【第３３回ひまわりまつり】

　　■期間　７月２０日(土)～８月２０日(火)

　　■ひまわりフラワーフェスタ　８月１日（木）開催予定

　　　・歌謡ショー（今年のゲスト予定 … 石原詢子さん・小橋亜紀さん）

　　　・ビールパーティー　・抽選会　・花火大会

　平成３１年度北竜町ひまわり観光協会総会が４月２６日に開催され、次のとおり事

業計画が決定しました。

【令和元年度予算内容】

ひまわり観光協会では会員を募集しています！

　北竜町ひまわり観光協会では、観光事業を通して農業や商業の活性化を目指しています。

　観光協会では事業に賛同していただける賛助会員（会費は２,０００円）を募集しておりま

すので、ご協力いただける方は観光協会事務局（役場産業課）へご連絡ください。

 また、平成３０年度のいいひまわりを咲かせるための協力募金は２,８８１,３０１円が集ま

りました。更には自転車の貸出料は５４３,２０５円の収入がありました。

　今年度の北竜町ひまわり観光協会の
　　　　　　　　事業計画が決まりました

皆様お気軽に町長室にお越し下さい。

６月の町長室開放デーは、１２日（水）です。
午前１０：００から１２：００まで　　午後２：００から４：００まで

佐野町長とのふれあいプロジェクト
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　(株)藤岡建設（藤岡靖士社長）の職員８名が５月９

日、会社周辺から和町団地付近までの町道の清掃ボラ

ンティア活動を行いました。

　藤岡建設は日頃お世話になっている町を少しでも綺

麗にしようと毎年清掃活動に取り組まれており、今年

も道路のゴミ拾いや雑草を取り除くなど環境美化に努

められました。

(株)藤岡建設が

ボランティアで清掃活動

　児童・生徒の英語の学力向上を図るため、今年度か

ら公設学習塾が開設されました。

　講師は３月まで滝川高校で英語教諭を勤めていた菊

池英治先生で、授業は毎週１回実施されています。

　５月１３日に公民館講堂にて初めての授業が行われ、

小学生７名、中学生９名が参加。中学生には基礎から、

小学生にはリズムゲームを一部取り入れるなど、楽し

く英語が学べる内容となっています。

　学習塾への参加申し込みは教育委員会にて随時受付

けています。詳しくは今号４ページをご覧ください。

【申し込み・問い合わせ先】

教育委員会 総務学校教育係 （℡３４－２５５３）

公設学習塾（英語）が

開設されました。

　５月１７日、北竜町商工会（藤井雅仁会長）が令和

元年度通常総会を開催しました。

　藤井会長は「ココワのオープンによる町外への買い

物客の流出減を引き続き期待している。また、今年度

あらたに始まる行政ポイントや、ひまわりの里基本計

画策定委員会、エーコープ跡地利用などについて積極

的に意見を出していきたい。なお令和２年には北竜町

商工会設立６０周年となるので、式典など、どのよう

な形で迎えるかも検討したい」と冒頭の挨拶で述べら

れました。

　引き続き総会では、平成３０年度決算・事業報告、

令和元年度予算・事業計画が審議され、全議案が承認

されました。

令和元年度北竜町商工会

通常総会開催
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　５月８日、板谷町内会の中村利弘さんが来町され、

この度の旭日単光章の受章を受け、これまでお世話に

なった北竜町への感謝を込めて町に５０万円を寄付さ

れました。

　佐野町長が受け取り、町のために大切に使わせてい

ただきますと、お礼を述べられました。

中村利弘さんから

町に５０万円の寄付 

　４月２３日、児童の交通ルールへの理解を深めるこ

とを目的に、真竜小学校で青空教室が開催されました。

　１・２年生は３校時、３～６年生は４校時に分かれ、

和駐在所長の富所さんと碧水駐在所長の伊藤さんから、

歩道や横断歩道の通行、自転車の乗り方などについて

説明を受けたあと、小学校から北空知信用金庫まで国

道２７５号線沿いを往復し、正しい交通ルールを学び

ました。

　また５月１５日には、和保育所にて全園児を対象と

した交通安全教室が開催されました。

　碧水駐在所長の伊藤さんによる交通ルールの説明の

あと、各組に分かれて保育所の前の横断歩道を渡る練

習を行いました。最後に行われたパトカーへの体験乗

車では、乗り込んだ園児らが好奇心いっぱいに車内を

見回していました。

真竜小学校と和保育所で

交通安全教室を開催

　町民の防火意識の向上と消防職団員の資質向上を目

的に、消防総合訓練及び防火パレードが４月２５日に

実施されました。

　消防総合訓練では、特別養護老人ホーム北竜町永楽

園より火災が発生したとの想定で避難訓練が行われ、

あわせて消防職団員による出動訓練が実施されました。

その後、地域住民の防火意識の一層の向上を目的に、

町内一円を消防車両で警鐘を鳴らし防火パレードが行

われました。

永楽園にて

消防総合訓練を実施
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「
平
成
」
か
ら
「
令
和
」
へ
年

号
が
変
わ
り
、
新
た
な
時
代
の
幕

開
け
と
な
り
、
お
祝
い
ム
ー
ド
一

色
と
な
り
ま
し
た
が
、
そ
の
反
面
、

先
に
行
わ
れ
た
統
一
地
方
選
挙
で

は
、
将
来
に
向
け
不
安
を
残
す
結

果
と
な
り
ま
し
た
。

　

全
国
３
７
５
の
町
村
議
会
議
員

選
挙
に
於
い
て
本
町
も
含
め
25
％

が
無
投
票
で
、
昭
和
26
年
以
降
最

高
と
な
っ
て
お
り
、
８
町
村
で
定

員
割
れ
の
事
態
と
な
り
ま
し
た
。

立
候
補
数
も
過
去
最
低
と
な
り
、

地
方
が
抱
え
る
成
り
手
不
足
と
い

う
問
題
を
ま
ざ
ま
ざ
と
露
呈
す
る

結
果
と
な
っ
て
い
ま
す
。
一
方
で
、

女
性
の
立
候
補
者
数
は
全
立
候
補

者
数
の
１
２
．
１
％
で
過
去
最
高

と
な
り
、
女
性
目
線
か
ら
の
現
行

の
行
政
や
議
会
に
対
す
る
不
満
な

ど
が
立
候
補
意
欲
に
繋
が
っ
て
い

る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

自
分
も
議
員
で
は
あ
り
ま
す
が
、

本
業
は
農
業
で
あ
り
、
国
会
議
員

の
よ
う
な
政
治
家
を
生
業
と
し
て

い
る
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
あ
る

町
村
で
は
、
定
数
を
減
ら
し
、
そ

の
分
報
酬
を
上
げ
る
と
い
う
確
保

対
策
を
講
じ
た
り
、
議
員
年
金
を

復
活
さ
せ
よ
う
と
い
う
動
き
さ
え

あ
り
ま
す
が
、
定
数
減
や
報
酬
増

は
議
員
と
し
て
の
縛
り
が
き
つ
く

な
り
本
業
へ
の
不
安
要
素
に
成
り

得
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
大
き
な

課
題
を
抱
え
る
地
方
議
会
で
は
あ

り
ま
す
が
、
本
町
に
も
久
々
に
女

性
議
員
が
誕
生
し
、
男
性
と
違
う

視
野
を
取
り
込
ん
だ
議
会
活
動
に

期
待
し
て
い
ま
す
し
、
将
来
に
向

け
良
い
傾
向
だ
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

（
北
島
勝
美
）

　

平
成
31
年
第
２
回
臨
時
会
は
４

月
26
日
に
招
集
さ
れ
、
提
出
さ
れ

た
案
件
を
審
議
し
、
閉
会
い
た
し

ま
し
た
。

承
認

◎
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て

○
平
成
30
年
度
北
竜
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
10
号
）
に
つ
い
て

・
既
定
予
算
額
か
ら
５
，
４
０
６

千
円
を
減
額
し
、予
算
総
額
を
３
，

６
５
７
，
２
１
１
千
円
と
す
る
補

正
予
算

○
平
成
30
年
度
北
竜
町
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
５

号
）
に
つ
い
て

・
既
定
予
算
額
か
ら
１
３
，
７
３

８
千
円
を
減
額
し
、
予
算
総
額
を

３
１
５
，
６
４
９
千
円
と
す
る
補

正
予
算

○
平
成
30
年
度
北
竜
町
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
６
号
）
に
つ
い
て

・
既
定
予
算
額
に
７
１
３
千
円
を

追
加
し
、
予
算
総
額
を
４
３
２
，

７
１
３
千
円
と
す
る
補
正
予
算

原
案
可
決

○
平
成
31
年
度
北
竜
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
１
号
）
に
つ
い
て

・
既
定
予
算
に
１
，
７
８
４
千
円

を
追
加
し
、
予
算
総
額
を
３
，
７

９
１
，
７
８
４
千
円
と
す
る
補
正

予
算

○
平
成
31
年
度
北
竜
町
簡
易
水
道

会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）
に
つ

い
て

・
収
益
的
収
入
で
２
，
６
０
２
千

円
を
追
加
し
、
総
額
を
６
７
，
５

６
６
千
円
と
す
る
。
収
益
的
支
出

で
２
，
６
２
３
千
円
を
追
加
し
、

総
額
を
７
６
，
１
２
９
千
円
と
す

る
。

○
（
仮
称
）
や
わ
ら
保
育
園
建
設

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

○
（
仮
称
）
並
木
公
園
整
備
工
事

請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

○
桜
岡
団
地
公
営
住
宅
Ｂ
棟
建
設

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

■
定
例
会
を
傍
聴
し
ま
せ
ん
か

第
２
回
定
例
会(

会
期
６
月
20
日
～
21
日)

６
月
20
日
　
午
前
９
時
00
分
～

議会広報委員会Ｎｏ．３３６
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グランドオープン!
　５月１１日にプレオープンしました農畜産物直売所
みのりっち北竜が、６月２２日 ( 土 ) にグランドオー
プンします。グランドオープン日には、皆様に楽しん
でもらう企画を考えておりますのでご来場をお待ちし
ております。詳細については防災無線にてお知らせい
たします。
■５月１１日～６月２１日　
　営業時間　９：００～１６：００( 水曜日定休 )
■６月２２日～８月３１日　
　営業時間　９：００～１７：００
■９月１日～１０月２０日　
　営業時間　９：００～１６：００( 水曜日定休 )
　　期間中皆様のご来場をお待ちしております。

６月２２日（土）午前９時

　お子さんやお孫さんが誕生した時、旅行のために、一眼レフやデジタルカメラを購入しませんでした

か？ 毎日何気なく見ている北竜町の綺麗な風景や、可愛い子ども達の笑顔をカメラで撮影して応募し

てみませんか？　町では来年のカレンダーに掲載する写真を募集しています。みなさんからの応募をお

待ちしています！

　■応募期間　令和元年１１月２９日(金)まで

　■応募方法　データにより応募をお願いします。ＣＤ・ＤＶＤ・メール等

　　　　　　　３ＭＢ以上１０ＭＢ以下の画像ファイル（ｊｐｇ)でお願いします。

　　　　　　　メールの場合は容量上限が１０ＭＢのため、１作品１通でお願いします。

　■記載事項　応募する際に、氏名(フリガナ）、年齢、撮影日時、撮影場所、住所、電話番号、

　　　　　　　メールアドレス、コメント(撮影した時の状況や気持ちなど）を記載願います。

　■応募規定　一人何点でも応募できます。組み写真は不可。未発表作品。被写体が人物の場合は

　　　　　　　被写体の了承を得ていること。

　■応 募 先　【郵　送】　〒０７８－２５１２ 北竜町字和１１－１ 北竜町役場企画振興課広報統計係

　　　　　　　【メール】　info@town.hokuryu.hokkaido.jp

といろの北竜と笑顔の写真大募集!!
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今
月
の
行
政
相
談

　

毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
行
政
が

行
っ
て
い
る
年
金
、
道
路
、
河
川
、

窓
口
サ
ー
ビ
ス
等
に
対
す
る
、
不

満
や
苦
情
又
は
要
望
や
意
見
な
ど

を
受
付
て
い
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
口
頭
、
電
話
、

手
紙
で
の
相
談
は
い
つ
で
も
受
付

て
い
ま
す
。

今
月
の
定
例
相
談
日

　

６
月
18
日
（
火
）

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

場
所　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

行
政
相
談
委
員

　

長
谷
川 

秀
幸

　

℡
３
４
・
２
６
１
１

心
配
ご
と
相
談

　

民
生
委
員
児
童
委
員
・
人
権
擁
護

委
員
に
よ
る
心
配
ご
と
相
談
を
次

の
日
程
に
よ
り
開
催
い
た
し
ま
す
。

日
時　

６
月
３
日(
月)

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

場
所

　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

担
当
者

　

民
生
委
員
児
童
委
員

　
　

辻
委
員
・
伊
藤
委
員

　

人
権
擁
護
委
員

　
　

担
当
人
権
擁
護
委
員

ちびっこひろば
○日  時　６月12日（水）10:00～11:30

　場  所　すこやかセンター

　内  容　お散歩「消防署見学」

○日  時　７月３日（水）10:00～11:30

　場  所　和保育所内　支援センター室

　内  容　戸外遊び「水開き」

　持ち物　水遊びの準備

ピカピカキッズ
○日  時　６月27日（木）10:00～11:30

　場  所　すこやかセンター 

　内  容　救命講座

北竜町地域子育て支援センター
℡ ３４ー３６７７

生
活
相
談
会
の
開
催
に

つ
い
て

　

空
知
総
合
振
興
局
か
ら
委
託
を

受
け
て
い
る
そ
ら
ち
生
活
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
職
員
に
よ
る
生
活
相

談
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

お
仕
事
に
関
す
る
こ
と
、
家
族

の
こ
と
、
日
常
生
活
に
か
か
わ
る

様
々
な
悩
み
や
不
安
に
つ
い
て
相

談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

ご
利
用
さ
れ
る
方
は
前
日
の
午

後
５
時
ま
で
に
電
話
に
て
予
約
を

し
て
く
だ
さ
い
。

日
時　

６
月
20
日
（
木
）

　
　
　

午
後
１
時
～
４
時

場
所

役
場
住
民
課

す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
２
階
会
議
室

申
し
込
み
先

・
そ
ら
ち
生
活
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

℡
０
１
２
０
・
２
７
９
・
２
３
４

℡
０
１
２
６
・
３
４
・
５
４
１
４

・
役
場
住
民
課
福
祉
係

℡
３
４
・
２
１
１
１

月日 医 療 機 関 名 医療機関名（歯科）※診療時間
は9時～12時

6/2
（日）

深川市立病院
℡ 22-1101

東鶉歯科診療所
℡ 0125-62-3368

6/9
（日）

深川市立病院
 (担当医・成田医院院長　成田 昭彦）

℡ 22-1101

みやこし歯科診療所
℡ 0125-75-5330

6/16
（日）

深川市立病院
 (担当医・みきた整形外科クリニック
 　　　　　　　　  院長　三木田 光）

℡ 22-1101

森歯科医院
℡ 0125-52-2789

6/23
（日）

深川市立病院
 (担当医・たかはし内科消化器内科
 　　　　　　　　  院長　高橋 公平）

℡ 22-1101

おおさき歯科
℡ 0124-23-0648

6/30
（日）

深川市立病院
 (担当医・深川内科クリニック
 　　　　　　　　  　院長　山崎 充）

℡ 22-1101

Ｅデンタルクリニック
℡ 0125-24-9469

休　日　当　番　医

■夜間急病テレホンセンター ℡ 22-4100
※急病のため夜間・深夜・土曜日の午後から診療を受ける場合は、

　夜間急病テレホンセンターに電話をしてから受診してください。
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新
規
学
校
卒
業
者
の
採
用

準
備
を
始
め
ま
せ
ん
か
？

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
は
、
６
月
１

日
か
ら
２
０
２
０
年
３
月
新
規
学

校
卒
業
者
（
中
学
・
高
校
）
の
求

人
申
し
込
み
受
付
を
開
始
し
ま
す
。

　

新
規
学
校
卒
業
者
の
多
く
は
地

元
で
の
就
職
を
希
望
し
て
い
ま
す

が
、
地
元
企
業
の
求
人
公
開
の
遅

れ
か
ら
、
多
く
の
若
い
人
材
が
地

元
を
離
れ
て
就
職
し
て
い
ま
す
。

　

早
期
に
採
用
計
画
を
立
て
、
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
へ
の
求
人
申
し
込
み

を
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

■
新
規
中
学
校
卒
業
者
の
選
考
日

程
等

○
求
人
受
理
開
始　

６
月
１
日
～

○
事
業
主
へ
の
求
人
票（
控
）返
戻

　
　
　
　
　
　
　
　

７
月
１
日
～

○
推
薦（
紹
介
）・
選
考
・
採
用
内

定
開
始　
　
　
　
　

12
月
１
日
～

■
新
規
高
等
学
校
卒
業
者
の
選
考

日
程
等

○
求
人
受
理
開
始　

６
月
１
日
～

○
事
業
主
へ
の
求
人
票（
控
）返
戻

　
　
　
　
　
　
　
　

７
月
１
日
～

○
推
薦（
紹
介
）開
始

　
　
　
　
　
　
　
　

９
月
５
日
～

○
選
考
・
採
用
内
定
開
始　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

９
月
16
日
～

問
い
合
わ
せ
先

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
深
川

　

℡
２
３
・
２
１
４
８

林
道
西
共
線

通
行
止
め
の
お
知
ら
せ

　

現
在
、
林
道
西
共
線
の
一
部
が

崩
落
し
た
た
め
、
通
行
止
め
に
な

っ
て
い
ま
す
。

　

復
旧
の
目
途
は
立
っ
て
お
ら

ず
、
長
期
化
す
る
見
通
し
で
す
。

ご
理
解
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

６月の保健行事
にこにこベビーズ

 ４日(火) 10:00～12:00

 すこやかセンター

子育て相談（予約制）

 ４日(火) 13:30～15:00

 すこやかセンター

マタニティクラブ

 すこやかセンター

 ※日程は保健指導係にご確認ください。

すこやかセンター親子自由開放

 13日(木) 10:00～16:00

 すこやかセンター

住民健診（胃がん・肺がん・大腸がん・前

立腺がん検診、 特定健診、後期高齢者健診）

 17日(月)・18日（火） すこやかセンター

 19日(水) 碧水生きがいセンター

 20日(木) 美葉牛研修センター

健康相談

 26日(水) 10:00～11:00

          すこやかセンター

　　　　  13:30～14:30

          碧水地域支え合いセンター

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

　

深
川
保
健
所
で
は
、
こ
こ
ろ
の

健
康
に
つ
い
て
専
門
の
医
師
に
よ

る
無
料
相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

相
談
を
希
望
す
る
場
合
は
、
事
前

予
約
が
必
要
と
な
り
、
相
談
日
の

３
日
前
午
前
中
ま
で
受
け
付
け
て

い
ま
す
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
内
容
例

　

眠
れ
な
い
日
が
続
き
や
る
気
が

起
こ
ら
な
い
、
こ
こ
ろ
が
落
ち
込

み
何
も
し
た
く
な
い
、
子
供
の
心

配
事（
不
登
校
・
引
き
こ
も
り
な
ど
）

相
談
日

■
令
和
元
年

５
月
16
日(

木)

、
６
月
21
日(

金)

、

８
月
22
日(

木)

、
９
月
20
日(

金)

、

11
月
21
日(

木)

、
12
月
20
日(

金)

■
令
和
２
年

２
月
20
日(

木)

、
３
月
27
日(

金)

相
談
時
間

　

５
、
８
、
11
、
２
月
は

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

　

６
、
９
、
12
、
３
月
は

　
　
　
　

午
後
２
時
～
４
時
30
分

場
所　

深
川
保
健
所

問
い
合
わ
せ
先　

深
川
保
健
所

　

健
康
推
進
課
健
康
支
援
係

　

℡
２
２
・
１
４
２
１

　

山
の
雪
解
け
と
と
も
に
、
登
山

や
ハ
イ
キ
ン
グ
な
ど
で
山
に
出
か

け
る
機
会
が
多
く
な
り
ま
す
。
山

岳
遭
難
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、
次

の
点
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

●
登
山
は
自
分
の
体
力
と
力
量
に

あ
っ
た
山
を
選
び
、
ゆ
と
り
あ
る

計
画
と
十
分
な
装
備
で
安
全
な
登

山
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

●
登
山
計
画
書
を
作
成
し
、
家
族

や
職
場
の
ほ
か
、
最
寄
り
の
警
察

署
や
交
番
・
駐
在
所
に
も
提
出
し

ま
し
ょ
う
。

●
経
験
豊
富
な
リ
ー
ダ
ー
の
も

と
、
複
数
人
で
の
登
山
に
努
め
、

単
独
登
山
は
控
え
ま
し
ょ
う
。

●
ヒ
グ
マ
と
の
遭
遇
を
避
け
る
た

め
、
事
前
に
出
没
情
報
を
確
認
す

る
ほ
か
、
人
の
存
在
を
知
ら
せ
る

た
め
、
音
を
出
し
な
が
ら
歩
き
ま

し
ょ
う
。

●
遭
難
時
に
備
え
、
携
帯
電
話
な

ど
通
信
機
器
を
携
行
し
ま
し
ょ
う
。

夏
山
の
遭
難
を

防
止
す
る
た
め
に
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北竜町の事件・事故の発生状況（4月末現在）

犯罪の発生件数 交通事故の発生件数 町民が町外で
第１当事者となった
人身事故件数空き巣

事務所
荒らし

車上
狙い

暴行 その他 合計

2019年 ０ ０ ０ １ ０ １

2018年 １ ０ ０ ０ ０ １

人 身 事 故 物 損 事 故

2019年 ０ 2019年 24

2018年 １ 2018年 55

2019年 ０

2018年 ０

～ 我が家の栄養状態について知りたい方、大歓迎です ～

　北竜町では、令和元年度に北竜町健康づくり計画の最終評価を行うにあたり、今年度 6 月に健康意識

調査を、7 月～９月に栄養調査を実施し、北竜町の皆さんの健康意識、栄養状態などを把握し、第 2 期

健康づくり計画に反映させていきたいと考えています。

　つきましては、北竜町在住の方を対象に栄養調査希望者を募集いたします。

ご家庭の 1 日分の食事全てを所定の調査票に記入していただき、

栄養分析を行います。調査に協力していただいた方には、ご家庭

の皆様の栄養摂取状況について分析結果をお知らせいたします。

　なお、実際に北竜町が参考にするデータについては、個人を特

定する情報を省き、数値のみを利用いたしますので、プライバシー

の保護についてはご安心願います。調査方法は以下のとおりです。

興味のある方やご希望の方は北竜町役場保健指導係までご連絡願

います。

【募集内容】

■調    査    名 ： 北竜町栄養調査

■調査募集対象者 ： 20 歳代～ 70 歳代の方が属する家庭（または単身者）の北竜町民。

■調  査  方  法 ： 北竜町の指定する栄養調査用紙に、一日分の飲食した食品全てを記入し、

　　　　　　　　 　提出していただきます。

　　　　　　　　 　※調査用紙の記入方法については、後日保健師または栄養士が説明を実施いたします。

■調  査  期  間 ： 令和元年７月～９月に属する一日間を選んで行います。

　　　　　　　　　 申込み順に随時行います。

■調査結果報告： 栄養分析結果の資料を郵送にて送付いたします。

　　　　　　　　　 ご希望の方には詳細な説明を栄養士が行います。

■申  込  方  法 ： 北竜町役場保健指導係までお電話（℡３４－２１１１）にてお申し込み下さい。

　　　　　　　　　 詳細のお問い合わせにも対応いたします。

■申  込  締  切 ： 令和元年６月２８日（金）

北竜町栄養調査にご協力ください
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　本年も、地球温暖化防止を目的に省エネルギー及び節電対策の一環

として、クールビズを実施いたします。

　実施期間における職員の服装は、ノーネクタイ、ノージャケット等

の軽装での勤務を奨励しております。また、節電対策として、事務所

内の照明の一部消灯、間引き等も実施し、電力消費量の削減を図ります。

　来庁の際は、ぜひ軽装にてお越しくださいますよう、皆様のご理解

とご協力をお願い申し上げます。

実施期間 ： 令和元年５月２７日 ～ ９月３０日

北竜町クールビズ実施のご案内

～ノーネクタイ、ノージャケットで失礼いたします～

平成３０年度中山間地域等直接支払交付金内訳

【用語解説】

　　急    傾    斜　　田で距離２０ｍで１ｍ以上の傾斜地、交付金額は１０ａ当たり２１,０００円

　　緩    傾    斜　　田で距離２０ｍで１ｍ以下から距離１００ｍで高さ１ｍまでの傾斜地、 

　　　　　　　　　　　交付金額は１０ａ当たり８,０００円

　　地域共同取組分　　地域で農業生産性にかかわる共同作業(水路農道草刈等)経費や多面的機能を

　　　　　　　　　　　増進する経費に使用する交付金(交付額の約５０％）

　　農地管理者分　　農地の管理面積に応じて農業者個人に支払われる交付金(交付額の約５０％）
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　町では、エゾシカによる農作物の被害対策として「くくり罠」を導入し、罠の貸し出しを行っております。

「自分の農地は自ら守る」ことを合い言葉に、町内各地区において「くくり罠」を設置してエゾシカの

駆除にあたっております。

　本年度、最初の狩猟試験予備講習及び狩猟試験が次の日程で実施されますのでお知らせいたします。

　●狩猟試験予備講習

　　日　時　７月２８日（日）午前９時～午後４時３０分

　　会　場　岩見沢市民会館まなみ～る　多目的室①②③

　　受講料　第１種、第２種：１０,０００円＋税　　　網、わな：５,０００円＋税

　　　　　　第１種または第２種と同時に網、わなを受講する場合：１２,５００円＋税

　●狩猟試験

　　日　時　８月４日（日）午前９時～

　　会　場　空知総合振興局（岩見沢市）

　　※ 受付期間はいずれも６月２５日から７月２３日まで。

　　※「わな狩猟免許」を取得される方には、受講料などの助成制度があります。

■問い合わせ先　産業課商工ひまわり観光・林務係　　℡３４－２１１１

　　　　　　　　空知猟政協議会　　　　　　　　　　℡０１２６－２５－５７６８

わな狩猟免許をお持ちの方へ

 　昨年同様、「くくり罠」「箱わな」の貸し出しを行っております。罠の貸し出しが必要な方は印鑑を
   ご持参の上、産業課商工ひまわり観光・林務係にて貸し出しの手続きを行ってください。

～ 有害鳥獣から自分の農地を守りましょう ～

　■ ２０歳から６０歳未満の方
　■ 国民年金保険料を納めている方（農業者年金加入者を除く）

国民年金基金に加入できるのは、以下のいずれの条件も満たしている方です。

※６０歳以上６５歳未満の方や海外に居住されている方で、国民年金に任意加入されている方も加入できます。

年金が増えて老後にゆとり！
　　　税金がおトクで今にゆとり！

①掛金の全額が課税所得から控除され、所得税・住民税ともに減額されます。

　老後に受け取る年金は「公的年金等控除」の対象となります。

②加入したときの掛金や受け取る年金額は変わりませんので、

　自分に合わせた年金設計ができます。

③保証付に加入した方が保証期間内に亡くなられた場合、遺族の方に一時金が支給されます。

●問い合わせ先　全国国民年金基金北海道支部　℡０１２０－６５－４１９２

国 民 年 金 基 金

【こんなメリットがあります】



17 令和元年６月号

北空知広域水道企業団からのお知らせ
　北空知広域水道企業団は、深川市、沼田町、秩父別町、北竜町、妹背牛町に水道用水を供給

する一部事務組合です。企業団では毎年、条例に基づき財政の状況を公表しています。

　今回は、平成３０年度の事業と経理の内容、平成３１年度の事業計画と予算の概要について

お知らせします。

　平成３０年度の年間水道用水供給実績は３，１３３，８６８㎥（１日平均８，５８６㎥）

となり、前年度と比較して１１，４０５㎥（１日平均３１㎥）減少しました。

　平成３１年度の年間予定供給量は、３，０８０，０００㎥（１日平均８，４１５㎥）とし、

施設運転・保守管理を中心とした収益的収支と資本的収支の予算額は下表のとおりです。

■平成３０年度の事業と経理の概要・
　平成３１年度の事業計画と予算の概要について

　■問い合わせ先

　〒０７８－２２２２
  沼田町字沼田１２４８番地の１
　北空知広域水道企業団
　TEL ３５－１８７８
  FAX ３５－２７８２
　ホームページをご覧ください。
　http://www.kitasorasui.or.jp/　
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事業名

先天性風しん症候群予防 風しん追加的対策

北海道
風しん抗体検査料金助成

北竜町
風しんワクチン接種料金助成

北竜町　風しん抗体検査・
第 5期予防接種

対象者

・妊娠を希望する出産経験の
ない女性
・妊娠を希望する出産経験が
なく、かつ風しん抗体ができ
ない女性の配偶者（婚姻関係
と同様の事情のある方も含み
ます。）並びに同居者
・風しん抗体価が低い妊婦の
配偶者並びに同居者

19 歳以上 50 歳未満の方で
・妊娠を希望している既婚女
性またはその配偶者
・妊娠をしている女性の配偶
者

昭和 37 年 4 月 2 日から
昭和 54 年 4 月 1 日生まれの
男性

■対象となる方には町から
クーポン券を送付しています。

※昭和 37 年 4 月 2 日から昭和 54 年 4 月 1 日生まれの男性を
除く（この年代の方は、クーポン券を利用して抗体検査・予
防接種を受けてください）。

助成内容

風しん抗体検査費用を助成し
ます。
EIA 法　6,700 円
HI 法 　5,300 円
（どちらかの検査を 1回）

次のいずれかのワクチン接種
1回分を全額助成します
1）風しん単抗体ワクチン
2）麻しん風しん混合ワクチン
（MR ワクチン）

・風しん抗体検査
【抗体検査の結果、抗体陰性
だった方】
・風しん第 5期定期予防接種
　（MR ワクチン）
※平成 26 年 4 月 1 日以降に風
しん抗体検査を受け、抗体陰
性の記録がある方は、抗体検
査を受けずに予防接種を受け
てください。

実施期間

平成 31 年 4 月 1 日～
令和 2年 3月 16 日まで
※申請書提出期限
令和 2年 3月 16 日（必着）

通年

平成 31 年 4 月～
令和 4年 3月 31 日まで
■受けられる期間は 3 年間の
み！

助成方法

・協力医療機関で抗体検査を
受けた後、申請してください。
( 協力機関以外での検査でも
申請可能ですが、料金が限度
額を超え自己負担が発生する
ことがあります )
・必要書類については、お問
い合わせいただくか深川保健
所のホームページをご覧くだ
さい。

・ワクチン接種後、領収書、
振込先口座、印鑑を持参の上、
申請してください。

・医療・健診機関にクーポン
券を持参してください。無料
で抗体検査・予防接種が受け
られます。
・希望する医療機関が実施医
療機関か事前にご確認くださ
い。
※クーポン券は 4 月下旬に郵
送しています。4 月下旬以降
に転入された方やクーポン券
が届いていない方はご連絡く
ださい。

※一旦、医療機関に費用をお支払いしていただき、その後償
還払いとなります。

申請・問合先 深川保健所 ℡ 22-1421 北竜町役場保健指導係 ℡ 34-2111

風しん抗体検査・風しんワクチン接種費用助成について
　平成３０年７月以降、風しんが全国的に流行したこと

を受け、新たに国の風しん追加的対策として、これまで

予防接種の機会がなく、風しん抗体価の低い年代の男性

に風疹抗体検査、予防接種を行うことになりました。

　従来どおり、「北海道風しん抗体検査費用助成」「北竜

町風しんワクチン接種料金助成」も継続して行います。

次のとおりとなりますので、対象となる方はこの機会に

ぜひ抗体検査、予防接種を受けましょう！

　妊娠初期（２０週以前）に風しんに感

染すると、赤ちゃんが先天性心疾患・白

内障・難聴を主な症状とする「先天性風

しん症候群」になる可能性があります。

　風しんが流行しないために抗体検査、

予防接種をうけましょう。

【先天性風しん症候群】
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高齢者肺炎球菌ワクチン予防接種助成について
　　北竜町では、下記の要件に該当する高齢者に肺炎球菌ワクチン接種の費用を一部定額助成いたします。

　接種を検討されている方は、以下の事柄をよく読みご利用ください。

　■助成の対象

　　　北竜町在住の６６歳以上の高齢者。※平成２８年４月より対象年齢を拡大しています。

　　　ただし、令和元年度の定期予防接種の対象者、及び既に肺炎球菌ワクチンを受けた方は対象から除きます。

　■助成内容

　　　平成３１年４月１日～令和２年３月３１日の間に接種した肺炎球菌ワクチン予防接種１回分

　　　３，０００円の定額助成を行います。

　■助成手続きの方法

　　　接種終了後、北竜町役場保健指導係（すこやかセンター窓口）へ下記のものを持参し、

　　　償還払い手続きを行ってください。

　　　　①医療機関が発行した風疹ワクチン予防接種料金の領収書

　　　　②助成金振込のための銀行口座番号（きたそらち農協、北空知信用金庫、ゆうちょ銀行）

　　　　③印鑑

　■予防接種の分類

　　　接種を受ける本人の自由意志による、「任意の予防接種」となりますので、健康状態をよく確認し、

　　かかりつけ医師と相談した上で接種を受けてください。

～ご不明な点は、役場保健指導係（℡ 34-2111）までお問い合わせ下さい～

【肺炎球菌ワクチンとは？】
　「肺炎球菌」という空気中に常在する細菌によって引き起こされる病気を予防するためのワクチンです。

肺炎球菌は、高齢になって抵抗力や体力が著しく低下している時に病気をひきおこすといわれています。

　主な病気としては肺炎、気管支炎などの呼吸器の病気があり、時に重篤な状態になってしまうことも

あります。

北竜町不妊治療費助成事業について
　北竜町では、不妊治療をされているご夫婦の経済的負担軽減を目的に、不妊治療に要した本人負担額の

一部を助成しています。不妊治療に関することや、詳しい申請方法などの相談は随時受け付けていますので、

北竜町役場保健指導係までお気軽にご相談ください。

■一般不妊治療費助成　
　■助成の対象

　　北竜町在住のご夫婦で、公的健康保険に加入されている方

　■助成内容

　　一般不妊治療費の自己負担額の２分の１を助成します。

　　（申請は一年度に1回、上限を10万円とし、通算３年まで助成します）

　

■特定不妊治療費助成
　■助成の対象

　　北海道特定不妊治療日助成事業による助成の決定を受けた方で、ご夫婦どちらかが北竜町在住の方

　　（道の助成事業には所得制限がありますのでご確認下さい）

　■助成内容

　　特定不妊治療費の自己負担額から、北海道の特定不妊治療費助成金を控除した金額の９割を助成しま

　　す。（１回の申請につき上限15万円）

事業の詳細については、北竜町ホームページでも紹介しています。

申請等にあたり、ご希望があれば保健師が訪問でも対応致しますのでお問合せ下さい。

～ご不明な点は、役場保健指導係（TEL 34-2111）までお問い合わせ下さい～

（体外受精・顕微授精等）

（薬物療法、タイミング法、人工授精などの治療）
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【問い合わせ先】

　■後期高齢者医療制度について　…

　　　・北海道後期高齢者医療広域連合
　　　　〒０６０－００６２　札幌市中央区南２条西１４丁目　国保会館６階
　　　　℡０１１－２９０－５６０１

　　　・北竜町役場住民課国保医療係　℡０１６４－３４－２１１１

　■介護保険について … 北竜町役場住民課介護保険係　℡０１６４－３４－２１１１

　■年金生活者支援給付金について … ねんきんダイヤル　℡０５７０－０５－１１６５
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　皆さんのご家庭で使われている

殺虫剤、消臭剤、整髪料などのス

プレー缶やカセットボンベは生活

用品の中でも身近なもので様々な

場面で使用されていると思います

が、取り扱い方法をあやまると破

裂などを起こし、ケガや火災の原

因となることもありますので注意

しなければなりません。

　まだ皆さんの記憶にも新しいと

思いますが、昨年の12月中旬に札

幌市豊平区の不動産店内で、消臭

スプレー缶を処分するためスプ

レーを大量に噴射させ、ガスが充

満している中で湯沸かし器のス

イッチを入れたことで可燃性ガス

に引火し爆発しました。この時50

名程の負傷者と40棟以上の建物が

損壊するとても被害の大きな事故

となりました。

　また、今年の3月下旬には空知管

内においてスプレー缶を処分しよ

うと穴をあけたところ、突然破裂

しケガをする事故が発生していま

す。

　その他にファンヒーターなどの

温風の出るストーブの前にスプ

レー缶を置いていたため、スプレー

缶が熱せられ破裂する事故や、火

のついたロウソク付近で殺虫剤を

使用したため噴射した可燃性ガス

に引火するなど様々な原因で事故

が発生しています。

　スプレー缶には可燃性ガスが含

まれていますのでガスコンロやス

トーブ、ロウソクなど火気のない

ところで使用しましょう。また、

スプレー缶を使用した後は十分換

気してからガスコンロなどを使用

するようにしてください。保管場

所も同様に、火気がなく直射日光

があたらないところに保管するよ

うにしてください。特にこれから

の季節は日差しがきつくなり、炎

天下のなか屋外に車を駐車してい

ると車内が高温となり、車内にス

プレー缶などがあると熱せられ破

裂するおそれがありますので、十

分注意する必要があります。

　スプレー缶やカセットボンベを

捨てるときは自治体によって異な

りますが、北竜町では缶に穴をあ

ける必要はなく空の状態にしてか

ら燃えないゴミとして処分するこ

防火教室を開催しませんか？
　北竜消防では、町内会や各事業所、各種団体からのご要望により防火教室を随時

開催します。消火訓練やAEDの使用方法を含めた救命講習など必要に応じて実施い

たしますので、お気軽にご連絡ください。

( T E L ： 0 1 6 4 - 3 4 - 2 2 0 0  /  F A X ： 0 1 6 4 - 3 4 - 4 0 0 9 )

スプレー缶は使い切って
　　　　　　　捨てましょう！

とになっていますので、必ず使い

切るか中身が残っているときは風

通しの良く火気のない屋外で、ガ

ス抜き作業をしてから捨てるよう

にしてください。

　過去に北竜町内でゴミ収集車が

不燃ゴミの回収作業を行っている

とき、圧縮作業により漏れ出した

カセットボンベの可燃性ガスが、

金属の摩擦で生じた火花に引火

し、火災となったことがあります。

このような火災を防ぐためにも、

一人ひとりがルールを守ってスプ

レー缶などは空にしてから捨てる

必要があります。

　最後になりますが、スプレー缶

やカセットボンベなどは生活に欠

かせない物です。安全に使用する

ためにも取り扱いには十分注意し

事故や火災のないようにお願いし

ます。　　　　　　　　　（谷川）

 　北竜町無火災期間（令和元年５月２０日現在）
 　　　　 第１分団区域　　　　　３５７日間
 　　　　 第２分団区域　　　　　９７６日間

令和元年深川地区消防組合管内火災発生件数　　　７件
内訳　北　竜　０件　　深　川　４件　　秩父別　０件
 　　 妹背牛　２件　　沼　田　０件　　幌加内　１件



22

北竜町立診療所

午後休診日のお知らせ
　６月１９日(水)は、午後３時より浦本先生が深川市において介護認

定審査会に出席のため、午後より休診となります。午前中は診察を行っ

ています。

　

田
ん
ぼ
に
水
が
張
ら
れ
、
よ
う

や
く
春
の
暖
か
さ
に
な
り
ま
し
た
。

今
春
は
冬
の
寒
さ
を
少
し
引
き
ず

っ
た
印
象
で
し
た
ね
。

　

さ
て
今
月
の
話
題
は
少
し
先
月

と
似
て
い
ま
す
。
先
月
は
受
診
の

際
は
な
る
べ
く
詳
細
な
症
状
の
伝

達
が
大
事
だ
よ
と
い
う
お
話
で
し

た
。

　

今
月
は
表
現
す
る
言
葉
だ
け
で

は
な
く
患
者
さ
ん
の
性
格
も
相
手

に
知
ら
れ
て
い
る
と
更
に
よ
い
と

い
う
話
で
す
。

　

当
診
療
所
は
患
者
さ
ん
の
ほ
と

ん
ど
が
北
竜
町
の
方
で
す
。
ま
れ

に
勤
務
地
が
北
竜
町
で
あ
っ
た
り

旅
の
途
中
と
い
う
方
も
居
ら
れ
ま

す
が
。

定
期
的
に
受
診
さ
れ
て
い
る
方

（
い
わ
ゆ
る
お
馴
染
み
さ
ん
で
あ

り
常
連
の
方
）
は
お
付
き
合
い
も

長
く
そ
の
性
格
や
今
ま
で
の
経
過

も
知
っ
て
い
ま
す
。

　

我
慢
強
い
方
が
、「
ち
ょ
っ
と

前
か
ら
少
し
～
」
と
言
え
ば
僕
の

頭
の
中
で
は
赤
い
ラ
ン
プ
が
点
滅

し
だ
し
ま
す
。
逆
に
い
つ
も
「
あ

そ
こ
が
、
こ
こ
が
」
と
い
う
方
は
、

「
あ
～
い
つ
も
と
お
変
わ
り
な
い

な
」
と
思
い
ま
す
が
、
稀
に
本
物

が
混
じ
る
こ
と
も
経
験
上
知
っ
て

い
ま
す
の
で
注
意
し
て
聞
く
よ
う

に
は
し
て
い
ま
す
。
季
節
に
よ
り

出
現
す
る
症
状
（
ア
レ
ル
ギ
ー
性

疾
患
が
主
で
す
）
で
長
く
か
か
っ

て
い
る
方
は
「
ま
た
い
つ
も
の
」

で
「
あ
～
も
う
そ
ん
な
季
節
に
な

り
ま
し
た
か
」
で
即
座
に
対
応
出

来
ま
す
。
小
さ
な
子
供
た
ち
と
同

居
し
て
い
れ
ば
、
じ
い
ち
ゃ
ん
、

ば
あ
ち
ゃ
ん
に
も
学
校
や
保
育
園

で
の
流
行
り
病
を
頭
に
入
れ
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
田
植
え
や
稲

刈
り
の
時
期
で
あ
れ
ば
過
労
に
よ

る
肉
体
的
精
神
的
疲
労
を
考
慮
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
う
で
す
。
大
切
な
事
は
「
か
か

り
つ
け
医
」
を
持
つ
こ
と
で
す
。

普
段
か
ら
自
分
の
体
や
性
格
を

「
か
か
り
つ
け
医
」
に
教
え
込
ん

で
お
く
こ
と
で
す
。

　

寄
ら
ば
大
樹
の
陰
で
大
病
院
志

向
も
理
解
は
出
来
ま
す
。
重
篤
疾

患
は
症
状
も
比
較
的
明
確
な
の
で

初
対
面
の
大
病
院
の
お
医
者
さ
ん

で
も
迷
う
事
は
な
い
で
し
ょ
う
。

し
か
し
症
状
が
軽
微
だ
が
重
篤
な

疾
患
も
考
慮
し
な
い
と
い
け
な
い

場
合
は
そ
の
患
者
さ
ん
の
基
礎
疾

患
や
性
格
、
生
活
状
況
を
知
っ
て

い
る
と
知
ら
な
い
で
は
診
断
に
大

き
な
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
が
発
生

し
ま
す
。

僕
は
深
川
医
師
会
の
救
急
部
会
に

所
属
し
て
い
ま
す
が
、
救
急
医
療

の
問
題
の
ひ
と
つ
が
救
急
車
で
運

ば
れ
た
患
者
さ
ん
の
持
病
の
有
無

が
わ
か
ら
な
い
事
で
す
。

ご
本
人
が
し
ゃ
べ
る
こ
と
が
出
来

れ
ば
良
い
で
す
が
そ
う
で
な
い
場

合
も
あ
り
ま
す
。
ご
家
族
が
付
き

添
っ
て
い
て
も
あ
ま
り
詳
し
く
知

ら
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

Ｉ
Ｔ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
利
用
し
て

医
療
機
関
で
情
報
連
携
や
、
健
康

保
険
証
に
磁
気
情
報
を
組
み
込
む

な
ど
実
現
可
能
な
ア
イ
デ
ア
は
あ

る
の
で
す
が
、
様
々
な
障
壁
が
あ

り
ま
す
。

　

最
近
よ
く
思
う
の
で
す
が
、
ヒ

ト
は
顔
か
た
ち
が
異
な
る
よ
う
に

頭
脳
の
在
り
様
も
千
差
万
別
だ
と

感
じ
ま
す
。
性
格
や
考
え
方
が
皆

似
て
い
る
よ
う
で
違
う
と
い
う
事

で
す
。
で
す
か
ら
相
性
と
言
い
ま

す
か
ご
自
分
に
あ
っ
た
お
医
者
さ

ん
を
見
つ
け
る
事
が
大
切
で
す
。

信
頼
で
き
、
何
で
も
相
談
で
き
る

「
か
か
り
つ
け
医
」
を
お
持
ち
く

だ
さ
い
。

い

診療所長　浦本幸彦
Ｎｏ．２５０

かかりつけ医
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北竜町教育委員会

月 日 行　　事　　名 場　 所 時 間

6/8 （土）真竜小学校運動会 真小グラウンド  9:00～

6/10（月）爽やかラジオ体操会（～9月13日） 公民館前  6:30～

6/13（木）ひまわり大学講演会 公民館 10:00～

6/22（土）

北竜町教育長杯PG大会 ひまわりＰＧ場  8:15～

全道少年野球大会地区予選

（～23日）
深川市民球場

和保育所第５７回運動会 和保育所園庭  9:00～

6/23（日）
子どもと高齢者のふれあい事業

「わくわくレクリエーション大会」
 9:30～

6/26（水）北竜ひまわり長寿会PG大会 ひまわりPG場  8:15～

6/28（金）
中学３年生

赤ちゃんふれあい教室

すこやか

センター

生涯学習カレンダー
ラジオ体操

キッズエアロビクス

　４月１９日に和保育所にてキッズエアロビクスを

実施しました。対象は年長組と親子で参加の１～２

歳児です。

　子ども達は元気いっぱいで、とても楽しそうな様

子でした。次回の開催は期間が空きますが、既に子

ども達は楽しみにしているようです。

子ども見守りサポーターの実施

　今年度も子ども見守りサポーターの活動が始ま

りました。安全に子どもたちが通学できるよう、

ご協力よろしくお願いいたします。

　また、サポーターの募集もしておりますのでご協

力いただける方は教育委員会までご連絡ください。

　爽やかラジオ体操が６月１０日（月）より始まり

ます。詳しくは別添配布されるチラシを参照の上、

ご不明な点がありましたら、教育委員会までお問い

合わせください（℡３４－２５５３）。

　

公民館・改善センター
図書館・郷土資料館の休館日

図書館・郷土資料館の開館時間

6月3・10・17・24日／7月1日（毎週月曜日）

火～土曜日 9:00～18:00 日曜日 9:00～17:00

図書館から新刊のお知らせ
・キッド　　 　　　　　　　　　　相場　英雄

・光まで５分　　　　　       　　桜木　柴乃

・熱帯　　　　　　       　　　　森見　登美彦

他多数の図書が入りましたのでお知らせします。

１.北竜町に住民登録されている新成人者

　(平成11年4月2日～12年4月1日生まれの方)

２.北竜町出身で現在町外に居住されている方

　(ご家族が北竜町に在住されている方)

３.本人が中学校卒業時まで在籍していた方

※１～３に該当せず、以前本町に居住していた方で式典

に出席を希望される方は、教育委員会へご連絡ください。

【問い合わせ先】教育委員会社会教育係
　　　　　　　 ℡０１６４－３４－２５５３

と　き：令和２年１月４日(土)午後２時～
ところ：北竜町公民館 大ホール

令和２年成人式の
日程について

　令和２年成人式は、下記のとおり開催します

のでお知らせいたします。式典のご案内は、対

象者へ１１月中旬頃に送付いたします。



24
〒078-2512 北海道雨竜郡北竜町字和11-1 
℡ 0164-34-2111
HP http://town.hokuryu.hokkaido.jp

広報ほくりゅう 2019.6   発行　北竜町
令和元年6月号       No.646   編集　企画振興課広報統計係

聖
五
月
令
和
の
御
代
の
朝
ぼ
ら
け 

　
　
　
　
　
　
山
本
玲
子

選
ば
れ
し
心
地
や
ひ
と
り
青
き
踏
む 

　  

　
　
　
阿
部
れ
い
子

花
筏
い
く
さ
な
き
世
を
令
和
へ
と 

　
　 

　 

　
　
吉
尾
広
子

下
萌
や
新
た
な
時
代
そ
っ
と
踏
む 

　    

　
　
　
山
岸
正
俊

移
住
者
を
迎
え
し
顔
や
黄
水
仙 

　 

　
　
　 

　
　
山
下
好
晴

新
緑
の
風
き
ら
き
ら
と
米
を
磨
く 

　 

　
　 

　
　
佐
光
久
美
子

お
に
ぎ
り
の
塩
味
き
い
て
青
き
踏
む 

　  

　
　
　
杉
本
隆
文

海
を
越
え
桜
前
線
わ
が
町
へ 

　
　
　
　 

　 

　
　
高
田
紀
子

■
お
誕
生
お
め
で
と
う

和
本
町  

谷
川　

陽は
る
と飛  

く
ん

　
　
　
　
　
　

 　

   

（
４
月
16
日
）

　
　
　

  

嗣
人
さ
ん
・
衣
美
さ
ん

■
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

碧　

水　

斎
藤 

富
夫 

氏 

85
歳

　
　
　
　

 　
　
　
　

 

（
４
月
19
日
）

桜　

岡　

小
林 

春
男 

氏 

62
歳

　
　
　
　

 　
　
　
　

 

（
４
月
26
日
）

和　
　
　

小
坂 

和
春 

氏 

89
歳

　
　
　
　

 　
　
　
　

 

（
４
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30
日
）

【営業時間】

　午前１０時～午後７時

【利 用 料】

　２時間　￥３，２４０（税込）

　 （延長　￥１，０８０（税込）／１時間）

ご利用の受付はホテルフロントにて

行っております。

※予約受付も致しております。

【サンフラワーパーク北竜温泉　℡３４－３３２１】

■最新機種導入！！

　カラオケルームのご利用お待ちしております。

■１１日と２６日は入浴料半額サービス！

■６月１７日　父の日感謝デー
男性入浴者に粗品をプレゼントします！（※小学生以下は除く）
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